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今月の主な内容
■平成18年度決算報告

■愛郷の輝き交流事業「稲刈り・はぜ掛け　体験実施」　

■第19回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会選手紹介

■平成19年第３回泉崎村議会臨時会報告

■今月の話題   　■Information　    ■こちらパイン食楽部

■健康いちばん　■みんなの広場　　■みんなの声
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泉崎中学校男子駅伝部東北大会出場‼
～一本のタスキに選手全員の熱い想いを込めて～

関連記事17ページ



広報

いずみざき　２

款 平成18年度 平成17年度 伸率％
１村税 1,259,110 1,255,563 0.3
２地方譲与税 103,779 75,948 36.6
３利子割交付金 1,819 2,718 △33.1
４配当割交付金 1,419 882 60.9
５株式等譲渡所得割交付金 992 1,151 △13.8
６地方消費税交付金 71,784 71,675 0.2
７ゴルフ場利用税交付金 5,079 5,984 △15.1
８自動車取得税交付金 18,769 18,559 1.1
９地方特例交付金 16,993 17,244 △1.5
10地方交付税 778,303 814,409 △4.4
11交通安全対策特別交付金 1,662 1,504 10.5
12分担金及び負担金 14,058 14,118 △0.4
13使用料及び手数料 34,859 34,015 2.5
14国庫支出金 82,323 64,799 27.0
15県支出金 111,677 84,415 32.3
16財産収入 2,952 2,744 7.6
17寄附金 13,429 4,897 174.2
18繰入金 727,256 946,714 △23.2
19繰越金 19,490 0 皆増
20諸収入 89,779 87,618 △9.2
21村債 177,000 194,900 △4.5

歳入合計 3,532,532 3,699,857 △4.5

款 平成18年度 平成17年度 伸率％

１議会費 64,410 64,570 △0.2

２総務費 258,949 471,717 △45.1

３民生費 570,852 511,756 11.5

４衛生費 502,120 462,842 8.5

５労働費 67 112 △40.2

６農林水産業費 116,825 131,743 △11.3

７商工費 281,632 142,585 97.5

８土木費 403,036 668,205 △39.7

９消防費 110,544 112,122 △1.4

10教育費 376,069 344,535 9.2

11災害復旧費 41,152 0 皆増

12公債費 737,300 747,562 △1.4

15前年度繰上充用金 0 22,618 △100

歳出合計 3,462,956 3,680,367 △5.9

７５億３千５百万円
大切に使いました ◇一般会計　３４億６千３百万円

◇特別会計　１６億９千３百万円 
◇企業会計　２３億７千９百万円

　

泉
崎
村
財
政
状
況
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
18
年
度
の
決
算
状
況
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
各
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
定
例
村
議
会
に
お

い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
自
主
的
財
政
再
建
計
画
（
第
Ⅱ
期
）
に
基
づ
き

経
費
の
節
減
に
努
め
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
使
い
、
住
民
福

祉
の
向
上
を
め
ざ
し
て
予
算
を
執
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
の
歳
出
決
算
額
は
、
一
般
会
計
34
億
６
，
２
９
５
万
６
千

円
（
前
年
度
対
比
マ
イ
ナ
ス
５
・
９
％
）、
特
別
会
計
16
億
９
，

２
９
５
万
６
千
円
（
前
年
度
対
比
マ
イ
ナ
ス
３
・
９
％
）、
企
業
会
計

23
億
７
，
９
５
６
万
２
千
円
（
前
年
度
対
比
マ
イ
ナ
ス
０
・
５
％
）
合
計

75
億
３
，
５
４
７
万
４
千
円
（
前
年
対
比
マ
イ
ナ
ス
３
．
８
％
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
35
億
３
，
２
５
３
万
２
，

１
０
３
円
、
歳
出
総
額
34
億
６
，
２
９
５
万
５
，
５
１
２
円
で
実
質
収
支

は
６
，
９
５
７
万
６
，
５
９
１
円
の
黒
字
と
な
り
、
平
成
17
年
度
に
続
き

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
面
で
は
、
前
年
度
決
算
と
の
比
較
で
、
村
税
に
お
い
て
、
村
民
税

で
は
個
人
村
民
税
が
12
・
７
％
、
法
人
村
民
税
が
９
・
０
％
と
大
き
く
増
加

し
た
こ
と
に
よ
り
、11
・
１
％
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。固
定
資
産
税
が
２
・

９
％
の
減
少
と
な
り
、
軽
自
動
車
税
は
２
・
４
％
の
増
加
。
市
町
村
た
ば

こ
税
は
３
・
３
％
の
増
加
。ま
た
、目
的
税
で
あ
り
ま
す
入
湯
税
が
１
・
５
％

増
加
し
て
お
り
、
村
税
全
体
で
は
、
０
・
３
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
科
目
の
前
年
度
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
別
表
「
平
成
18
年
度
歳
入

決
算
額
」
の
と
お
り
で
す
。

　

前
年
度
よ
り
、
所
得
譲
与
税
２
８
，
５
８
８
千
円
、
国
庫
支
出
金
で
災

害
復
旧
事
業
国
庫
補
助
金
２
４
，
９
０
９
千
円
、
県
支
出
金
で
地
域
生
活

支
援
基
盤
整
備
事
業
補
助
金
１
７
，
７
２
２
千
円
、
う
つ
く
し
ま
園
芸
畑

作
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
事
業
５
，
３
１
１
千
円
、
寄
附
金
で
教
育
費
寄
附
金

７
，
４
９
２
千
円
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
開
発
事
業
借

入
金
３
９
２
，
６
３
６
千
円
、
地
方
交
付
税
３
６
，
１
０
６
千
円
、
地

方
債
で
減
税
補
て
ん
債
２
４
，
１
０
０
千
円
、
臨
時
財
政
対
策
債
１
３
，

４
０
０
千
円
が
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
度
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
予
算
総
額
34
億
９
，
４
６
１
万
６
千
円
に
対
し
、
歳
入
決
算
額
は

35
億
３
，
２
５
３
万
２
千
円
で
収
入
率
１
０
１
・
０
８
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

次
に
歳
出
に
お
い
て
、
義
務
的
経
費
で
は
、
扶
助
費
が
１
・
２
％
増
加

し
て
お
り
ま
す
が
、
人
件
費
が
１
・
３
％
、
公
債
費
が
１
・
４
％
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
で
マ
イ
ナ
ス
１
・
１
％
の
伸
び
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
民
生
費
に
お
い
て
の
扶
助
費
１
，
８
６
８
千
円
の
増
加
が

一
般
会
計
に
つ
い
て

平成１8年度歳出決算額

平成１8年度歳入決算額
平成18年度一般会計決算

（単位：千円）

（単位：千円）
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３　いずみざき

総額
あ
る
も
の
の
退
職
者
の
不
補
充
等
に
よ
り
人
件
費
で
８
，
８
５
９
千
円
、

公
債
費
に
お
い
て
償
還
の
一
部
完
了
に
よ
り
１
０
，
２
６
２
千
円
が
減
額

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
投
資
的
経
費
に
お
い
て
は
、
補
助
事

業
費
で
都
市
地
方
連
携
推
進
事
業
２
，
１
９
９
千
円
の
増
な
ど
に
よ
り
ほ

ぼ
倍
増
、
単
独
事
業
費
で
は
、
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
で

５
７
，
６
０
０
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
住
宅
団
地
造
成
工
事
代
金

が
マ
イ
ナ
ス
１
０
９
，
９
１
３
千
円
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
マ
イ
ナ

ス
27
・
５
％
。
さ
ら
に
災
害
復
旧
事
業
で
道
路
凍
上
災
災
害
復
旧
工
事
で

３
９
，
６
４
０
千
円
な
ど
に
よ
り
、
投
資
的
経
費
全
体
で
は
対
前
年
比
マ

イ
ナ
ス
12
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
全
体
の
前
年
対
比
伸
び
率
は
マ
イ
ナ
ス
５
・
９
％
と
な
り
、
歳

出
予
算
総
額
34
億
９
，
４
６
１
万
６
千
円
に
対
し
歳
出
決
算
額
34
億
６
，

２
９
５
万
６
千
円
で
執
行
率
99
・
09
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
度
決
算
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
る
実
質
公
債
費
比
率
に

つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
の
本
村
の
比
率
が
30
・
０
％
と
な
り
、
前
年
度

（
30
・
１
％
）
に
続
き
、
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
福
島
県

市
町
村
振
興
基
金
や
義
務
教
育
施
設
整
備
等
に
係
る
起
債
の
償
還
に
充
当

し
た
一
般
財
源
、
及
び
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
て
い
る
天
王
台
住
宅
団

地
の
工
事
代
金
等
に
充
て
た
一
般
財
源
が
い
ず
れ
も
多
額
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
村
で
は
、
自
主
的
財
政
再
建
計
画
に
基
づ
き
、
投
資
的
事
業

を
抑
制
し
、
地
方
債
の
発
行
を
極
力
行
わ
な
い
こ
と
と
し
、
ま
た
、
住
宅

用
地
・
工
業
用
地
の
販
売
に
全
力
で
取
り
組
み
、
自
主
的
財
政
再
建
の
早

期
達
成
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

財
政
ひ
と
口
メ
モ

▼
地
方
交
付
税
：
所
得
税
な
ど
国

が
徴
収
し
た
税
金
の
中
か
ら
、
村

の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ

る
お
金
。
▼
国
庫
・
県
支
出
金
：

特
定
の
目
的
の
た
め
に
、
国
や
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。
▼
村
債
：

村
の
借
金
の
こ
と
。
大
き
な
事
業
を

行
う
た
め
に
、
国
や
金
融
機
関
か
ら

借
り
入
れ
る
お
金
。
▼
地
方
消
費

税
交
付
金
：
県
が
地
方
消
費
税
と

し
て
徴
収
し
、
人
口
割
合
な
ど
に

応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金
。
▼
地

方
譲
与
税
：
国
が
徴
収
し
た
自
動

車
重
量
税
な
ど
か
ら
配
分
さ
れ
る

お
金
。
▼
地
方
特
例
交
付
金
：
恒

久
的
な
減
税
に
伴
う
減
収
を
補
う

た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼
繰
入
金
：
各
種
基
金
の
取
り
崩

し
及
び
他
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る

お
金
。
▼
補
助
費
等
：
各
種
団
体
へ

の
補
助
金
や
病
院
、
水
道
事
業
会

計
な
ど
へ
の
補
助
金
。
▼
扶
助
費
：

児
童
福
祉
や
障
が
い
者
等
を
援
助

す
る
た
め
の
お
金
。
▼
公
債
費
：

村
債
返
済
の
た
め
の
お
金
。
▼
物

件
費
：
委
託
料
や
使
用
料
、
光
熱

水
費
、
消
耗
品
費
、
臨
時
職
員
の

賃
金
、
備
品
購
入
費
、
修
繕
料
な

ど
。
▼
繰
出
金
：
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
。
▼

投
資
及
び
出
資
金
・
貸
付
金
：
工

業
・
住
宅
用
地
造
成
事
業
会
計
へ

の
出
資
金
な
ど
。
▼
維
持
補
修
費
：

施
設
や
道
路
な
ど
の
維
持
補
修
費

▼
実
質
公
債
費
比
率:

実
質
的
な

公
債
費
に
費
や
し
た
一
般
財
源
が
、

標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

平成18年度決算報告
平成18年度 平成17年度 伸率％

村民税 280,051 252,122 11.1%
固定資産税 891,257 918,079 △ 2.9%
軽自動車税 12,661 12,366 2.4%
たばこ税 61,722 59,775 3.3%
特別土地保有税 0 0 －
入湯税 13,419 13,221 1.5%

計 1,259,110 1,255,563 0.3%

平成18年度 平成17年度 伸率％
人件費 678,950 687,808 △1.3%
物件費 265,265 266,684 △0.5%
維持修繕費 2,293 5,116 △55.2%
扶助費 161,465 159,597 1.2%
補助費等 962,685 915,662 5.1%
普通建設事業費 216,655 295,552 △26.7%
災害復旧費 41,152 0 皆増
公債費 737,300 747,562 △1.4%
積立金 563 193,585 △99.7%
投資及び出資金 10,932 18,389 △40.6%
貸付金 29,000 23,681 22.5%
繰出金 356,696 344,113 3.7%
前年度繰上充用金 0 22,618 △100.0%

計 3,462,956 3,680,367 △5.9%

■性質別歳出内訳

■村税の内訳

歳出総額　３４億６,２９５万６千円 歳入総額　３５億３,２５３万２千円
議会費  1.9％

総務費
7.5％

民生費  16.5％

衛生費
14.5％

労働費  0.0％
農林水産業費  3.4％

商工費
8.1％

土木費
11.6％

消防費  3.2％

災害復旧費  
1.1％

教育費
10.9％

公債費
21.3％

その他  2.4％

村税 35.6％

地方譲与税  
2.9％

地方消費税交付金
2.0％

自動車所得税交付金
0.5％

地方交付税
22.0％

使用料・手数料  1.0％

国庫支出金
2.3％

県支出金
3.2％

繰入金
20.6％

村債  5.0％
諸収入 2.5％

（単位：千円）

（単位：千円）
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いずみざき　４

　

２
０
０
７
年
問
題
と
し
て
団
塊

の
世
代
の
大
量
退
職
が
大
々
的

に
報
道
さ
れ
て
い
る
中
、
経
済
情

勢
は
除
々
に
回
復
の
兆
し
は
あ
る

も
の
の
、
個
人
消
費
の
拡
大
ま
で

は
至
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
５
回
の

現
地
無
料
招
待
会
や
首
都
圏
で
の

「
出
前
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
予
備
校
」

の
開
催
等
実
施
に
よ
り
、
天
王
台

住
宅
団
地
で
１
，
８
２
２･

０
１

㎡
を
売
却
し
、
土
地
未
売
却
面
積

は
３
５
，
０
８
７
・
７
２
㎡
と
な
っ

て
い
ま
す
。
収
益
的
収
支
で
は
、

当
年
度
純
利
益
１
１
，
９
４
２
千

円
と
な
り
、
資
本
的
収
支
で
は
当

年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金
と
純
利

益
で
、
５
４
，
０
３
５
千
円
を
一

般
会
計
へ
貸
し
付
け
し
ま
し
た
。

　

誘
致
業
種
の
拡
大
や
買
い
取
り

条
件
付
き
賃
貸
を
認
め
る
と
共

に
、
企
業
立
地
促
進
条
例
を
活
用

し
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
を

行
い
ま
し
た
が
、
契
約
ま
で
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結
果
、

収
益
的
収
支
で
は
企
業
４
社
か
ら

賃
貸
料
な
ど
、
当
年
度
純
利
益
６
，

２
２
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
資

本
的
収
支
で
は
、
当
年
度
純
利
益

の
一
部
で
４
，
８
７
３
千
円
を
一

般
会
計
に
貸
し
付
け
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
企
業
会
計
決
算
報
告

住
宅
用
地
造
成
事
業
会
計

工
業
用
地
造
成
事
業
会
計

資　本　的　収　支
収入
貸付金償還金 199,980
収入合計 199,980

支出
　他会計貸付金 54,035
　他会計出資金返還金 172,785
　納付金 30,258
支出合計 257,078

資　本　的　収　支
収入
貸付金償還金 251,564
収入合計 251,564

支出
　他会計貸付金 4,873
　他会計出資金返還金 251,564
　納付金 96,573
支出合計 353,010

（単位：千円）

（単位：千円）

収益的支出総額
８，２３８万５千円

収益的支出総額
８７万３千円

収益的収入総額
９，４３２万７千円

収益的収入総額
７０９万９千円

土地売却原価
57.5％

47,401千円

給与費
34.3％
28,227千円

一般管理費
8.2％
6,757千円

土地売却収益
57.3％

54,035千円

その他営業収益
0.3％　255千円

他会計補助金
42.4％
40,037千円

一般管理費
100％
873千円

他会計補助金
31.4％
2,226千円

その他営業収益
68.6％
4,873千円

　

平
成
18
年
度
病
院
事
業
に
よ
る

収
益
的
収
入
は
４
億
９
，
８
３
１

万
３
千
円
、
支
出
は
５
億
９
０
５

万
０
千
円
で
、
１
，
０
７
３
万
７

千
円
の
純
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
院
患
者
数
は
、
２
万
１
，
４

８
４
人
、
外
来
患
者
数
は
１
万
９
，

５
４
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

診
療
体
制
を
図
る
と
と
も
に
、
病

院
事
業
の
健
全
な
る
経
営
に
向
け

て
、
な
お
一
層
の
経
費
節
減
等
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

当
村
の
平
成
18
年
度
末
給
水
人

口
は
、
５
，
８
６
０
人
で
普
及
率

は
85
・
６
％
、
ま
た
給
水
戸
数
は

１
，
９
４
１
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
配
水
量
は
１
１
４
万
２
３
９
㎥

で
前
年
と
比
較
し
て
１
万
７
，
６

４
４
㎥
の
増
と
な
り
、
一
日
最
大

は
３
，
９
０
８
㎥
、
一
日
平
均
は

３
，
１
２
４
㎥
で
し
た
。

　

今
後
も
安
定
的
な
水
道
用
水
の

確
保
に
努
め
つ
つ
な
な
お
一
層
の

経
費
節
減
も
図
り
、
効
率
的
な
経

営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

病
院
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

資　本　的　収　支
収入
　出資金 10,334
収入合計 10,334

支出
　企業債償還金 15,501
支出合計 15,501

資　本　的　収　支
収入
他会計補助金 1,200
収入合計 1,200

支出
　建設改良費 1,485
　企業債償還金 52,370
支出合計 53,855

（単位：千円）

（単位：千円）

収益的支出総額
5億905万円

収益的支出総額
2億7,964万6千円

収益的収入総額
4億9,831万3千円

収益的収入総額
2億8,613万2千円

その他0.3％
1,541千円

給与費
64.2％
326,726千円

経費18.3％
93,202千円

材料費6.9％
35,155千円

減価償却費
2.6％
12,895千円

訪問看護費5.9％
30,168千円

支払利息及び企業債取扱諸費 
1.8％ 9,363千円

入院収益
59.0％
294,028千円

外来収益
17.9％
89,352千円

その他医業収益
6.8％
33,716千円

訪問看護収益
5.6％
28,069千円

他会計負担金8.9％
44,103千円

他会計補助金
1.1％5,563千円

その他
0.7％3,482千円

原水及び
浄水費
42.2％
118,073千円

減価償却費
26.3％
73,520千円

企業債利息
22.0％
61,601千円

総係費6.6％
18,366千円

配水及び給水費2.3％
6,528千円 その他 0.6％

1,558千円

給水収益
62.5％
178,894千円

他会計補助金
34.7％
99,157千円

その他営業収益
2.1％
6,027千円

その他営業外収益
0.7％ 2,054千円

　　　広報

５　いずみざき

業　　務　　量

年間患者数
　　（入院）　21,484人

　　（外来）　19,544人

１日平均患者数
　　（入院）　　 58.9人

　　（外来） 　 67.2人

＊水道事業会計は、消費税を含めない金額となっています。



広報

いずみざき　６

用語の解説　◆財政調整基金：年度間の財源の不均等を調整するためのもの。◆減債基金：地方債（国等
からの借入金）の返済に充てる財源を積み立てるもの。◆交通遺児奨学基金：交通遺児の奨学金に充てる
もの。◆地域福祉基金：高齢者等の在宅福祉の向上と保健福祉の増進の事業に充てるもの。◆ふるさと水
と土保全対策基金：土地改良施設の機能を適正に発揮させるための事業に充てるもの。◆土地開発基金：
公用及び公共用に供する土地を取得するために充てるもの。◆教育振興基金：学校等の振興に充てるもの。
◆育英基金：経済的理由により修学困難な学生に対する奨学資金に充てるため。◆介護給付費準備基金：
介護保険事業の運営により生じた剰余金を管理するため積み立てるもの。◆国保給付費支払準備基金：保
険給付に要する費用に不足が生じた場合に充てるもの。

平
成
18
年
度
特
別
会
計
決
算
報
告

基　　　金　　　名 金　　額
財 政 調 整 基 金 324,613
減 債 基 金 183,388
ふるさと水と土保全対策基金 6,504
国保給付費支払準備基金 8
地 域 福 祉 基 金 101,426
教 育 振 興 基 金 14,258
交 通 遺 児 奨 学 基 金 1,405
介 護 給 付 費 準 備 基 金 20,419
育 英 基 金 67,363
土 地 開 発 基 金 1,640

計 721,024

税目 平成18年 平成17年 比　較 伸  率
村 民 税 39,757 35,590 4,167 11.7%
固 定 資 産 税 126,527 129,598 △3,071 △2.4%
た ば こ 税 8,762 8,438 324 3.8%
軽 自 動 車 税 1,797 1,745 52 3.0%
特別土地保有税 0 0 0
入 湯 税 1,905 1,866 39 2.1%

計 178,748 177,237 1,511 0.9%

会　　計　　名 金　額
一 般 会 計 6,208,397
農業集落排水処理事業特別会計 2,039,958
水 道 事 業 会 計 1,192,944
病 院 事 業 会 計 285,713

会　　　計　　　名 借入残高
一 般 会 計 0円

一時借入金残高（平成18年5月末）

基金現在高（平成18年度末）地方債現在高（平成18年度末）

村税の状況（村民１人当りの村税額）　　

人口は平成18年3月31日及び平成19年3月31日現在の住民基本台帳による。

特別会計名 歳　入 歳　出 差　引

農業集落排水処理事業特別会計 211,198 198,551 12,647

老 人 保 健 特 別 会 計 606,196 600,895 5,301

介 護 保 険 特 別 会 計 301,220 279,454 21,766

国民健康保険特別会計

その他の特別会計

歳出合計
6億1,405万6千円

歳入合計
6億5,443万7千円

その他0.9％5,852千円

保険給付費
65.5％
402,007千円

老人保健拠出金
12.5％
76,971千円

共同事業拠出金
7.5％
46,280千円

介護納付金
7.5％45,828千円

総務費4.1％25,046千円 保険事業費2.0％12,072千円

国民健康保険税
29.9％
195,585千円

国庫支出金
29.6％
193,479千円

療養給付費交付金
13.8％
90,513千円

繰入金11.6％
75,947千円

県支出金5.9％
38,514千円

共同事業交付金
5.4％
35,073千円

繰越金3.5％
23,302千円

その他0.3％
2,024千円

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

　　　広報

７　いずみざき

財政再建進捗状況報告
　財政再建に対する取り組みについては、村民の皆様の格別なる御協力と御理解を賜り厚く御礼申し上げます。
　平成１１年度末における特別会計事業等の赤字6,826,272 千円及び、平成１２年度に発生した一般会計の
赤字691,565 千円に対する平成１８年度末までの赤字解消状況について報告いたします。

平成１８年度の赤字解消額

平成１８年度末までの赤字解消状況

平成１８年度末までの各事業別赤字解消状況　＊(Ａ)の内訳

◆一　般　会　計　平成17年度において全額（691,565千円）解消
◆住宅用地造成事業　120,000千円・・・工事代金の支払い。
◆工業用地造成事業　　17,091千円・・・工業用地販売額等による
　　　　　　　　　　　　　　　　　振興基金の繰上償還。

合　　　計
１３７，０９１千円

特別会計事業等の赤字　6,826,272千円（Ａ）

工業用地造成事業の赤字　3,869,290千円

墓地公苑造成事業の赤字　277,608千円

一般会計の赤字　691,565千円

住宅用地造成事業の赤字　2,566,270千円

サイクリングターミナル特別会計の赤字　113,104千円

㊟平成21年度までに企業３社より買取予約のある工業用地3.2haの販売見込額

赤字解消額
691,565千円（100％）
＊平成17年度全額解消

赤字解消額
1,826,270千円（71％）
販売区画　天王台112区画
　　　　　都　橋　 8区画

赤字残額
740,000千円（29％）
残区画　天王台85区画
　　　　都　橋　4区画

赤字解消額
1,826,270千円（71％）
販売区画　天王台112区画
　　　　　都　橋　 8区画

赤字残額
740,000千円（29％）
残区画　天王台85区画
　　　　都　橋　4区画

赤字解消額
691,565千円（100％）
＊平成 17 年度全額解消

赤字解消額
113,104千円（100％）
＊平成12年度全額解消

赤字解消額
4,324,190千円
（63％）

赤字解消見込額㊟
342,712千円（5％）

赤字残額
2,159,370千円
（32％）

赤字残額
2,159,370千円
（32％）

赤字解消額
2,107,208千円（54％）
販売面積84.1ha

赤字残額
１,419,370千円（37％）
残面積11.0ha

買取予約額
342,712千円（9％）
買取予約面積3.2ha

赤字残額
１,419,370千円（37％）
残面積11.0ha

買取予約額
342,712千円（9％）
買取予約面積3.2ha

赤字解消額
691,565千円（100％）
＊平成 17 年度全額解消

赤字解消額
277,608千円（100％）
＊平成16年度全額解消



広報

いずみざき　８

　

平
成
19
年
第
３
回
（
９
月
）
泉
崎
村
議
会
定
例
会
は
、
８
月

30
日
に
召
集
告
示
が
な
さ
れ
、
９
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の
４

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
ま
し
た
議
案
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
認
定
５
件
、

報
告
１
件
、
議
案
11
件
、
発
議
２
件
の
計
19
件
で
あ
り
、
９
月

６
日
に
議
案
審
議
が
行
わ
れ
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
９
月
４
日
に
、
２
名
の
議
員
に
よ
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
陳
情
書
等
２
件
に
つ

き
ま
し
て
は
、
採
択
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
19
年
第
３
回（
９
月
）

　
　
　
　

  

泉
崎
村
議
会
定
例
会
報
告

認
定

【
認
定
第　

１
号
】

平
成
18
年
度
泉
崎
村
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

①
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て
は
、
歳
入
総
額
３
、

５
３
２
、５
３
２
、１
０
３
円
、

歳
出
総
額
３
、４
６
２
、９
５
５
、

５
１
２
円
で
あ
り
、
実
質
収
支

６
９
、５
７
６
、５
９
１
円
の
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

②
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、
歳

入
総
額
６
５
４
、４
３
６
、９
２

８
円
、
歳
出
総
額
６
１
４
、０
５

６
、１
５
０
円
で
あ
り
、
実
質
収

支
４
０
，
３
８
０
、７
７
８
円
と

な
り
ま
し
た
。

③
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入
総

額
６
０
６
、１
９
６
、３
４
４
円
、

歳
出
総
額
６
０
０
、８
９
４
、６

８
２
円
で
あ
り
、実
質
収
支
５
、

３
０
１
、６
６
２
円
と
な
り
ま

し
た
。

④
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入
総

額
３
０
１
、２
１
９
、９
１
１
円
、

歳
出
総
額
２
７
９
、４
５
３
、７

９
７
円
で
あ
り
、
実
質
収
支
２

１
、７
６
６
、１
１
４
円
と
な
り

ま
し
た
。

⑤
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

は
、
歳
入
総
額
２
１
１
、１
９
７
、

５
９
５
円
、
歳
出
総
額
１
９
８
、

５
５
１
、２
７
９
円
で
あ
り
、
実

質
収
支
１
２
、６
４
６
、３
１
６

円
と
な
り
ま
し
た
。

【
認
定
第　

２
号
】

平
成
18
年
度
泉
崎
村
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇
事
業
収
益
２
９
５
、３
５
６
、

２
２
６
円
、
事
業
費
用
２
８
８
、

７
９
９
、２
９
７
円
、
資
本
的
収

入
１
、２
０
０
、０
０
０
円
、
資

本
的
支
出
５
３
、８
５
４
、５
６

７
円
で
あ
り
、
損
益
計
算
に
お

い
て
当
年
度
純
利
益
６
、４
８

６
、５
３
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
認
定
第　

３
号
】

平
成
18
年
度
泉
崎
村
病
院
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇
事
業
収
益
４
９
８
、３
１
２
、

５
３
７
円
、
事
業
費
用
５
０
９
、

５
０
５
、０
３
２
円
、
資
本
的

収
入
１
０
、３
３
４
、０
０
０
円
、

資
本
的
支
出
１
５
、５
０
０
、６

１
８
円
で
あ
り
、
損
益
計
算
に

お
い
て
当
年
度
純
損
失
１
０
、

７
３
７
、４
９
５
円
と
な
り
ま

し
た
。

【
認
定
第　

４
号
】

平
成
18
年
度
泉
崎
村
工
業
用
地

造
成
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

◇
事
業
収
益
７
、０
９
９
、８
０

０
円
、
事
業
費
用
８
７
３
、６

５
５
円
で
、
資
本
的
収
入
２
５

１
、５
６
４
、０
０
０
円
、
資
本

的
支
出
３
５
３
、０
０
９
、８
５

２
円
で
あ
り
、
損
益
計
算
に
お

い
て
当
年
度
純
損
失
６
、２
２

６
、１
４
５
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
認
定
第　

５
号
】

平
成
18
年
度
泉
崎
村
住
宅
用
地

造
成
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

◇
事
業
収
益
９
４
、３
２
７
、６

４
０
円
、
事
業
費
用
８
２
、３

８
５
、２
６
３
円
で
、
資
本
的

収
入
１
９
９
、９
８
０
、０
０
０

円
、
資
本
的
支
出
２
５
７
、０

７
８
、０
２
７
円
で
あ
り
、
損

益
計
算
に
お
い
て
当
年
度
純
利

益
１
１
、９
４
２
、３
７
７
円
と

な
り
ま
し
た
。

報
告

【
報
告
第　

６
号
】

村
が
資
本
金
を
出
資
し
て
い
る

法
人
の
経
営
状
況
に
係
る
書
類

提
出
の
件

◇
地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の

３
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

泉
崎
観
光
㈱
の
経
営
状
況
を
説

明
す
る
書
類
の
提
出
及
び
報
告

を
受
け
た
も
の
で
す
。

議
案

【
議
案
第
39
号
】

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
泉

崎
村
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◇
郵
政
民
営
化
法
（
平
成
17
年

法
律
第
97
号
）
の
施
行
及
び
証

券
取
引
法
が
金
融
商
品
取
引
法

に
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の

で
す
。

【
議
案
第
40
号
】

泉
崎
村
水
道
事
業
給
水
条
例
の

　　　広報

９　いずみざき

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
矢
吹
町
長
よ
り
上
水
道
の
区

域
外
対
応
の
依
頼
が
あ
り
現
地

の
状
況
等
を
確
認
し
精
査
し
た

結
果
、
公
衆
衛
生
上
の
観
点
か

ら
も
区
域
外
対
応
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
判
断
し
た
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の

で
す
。

【
議
案
第
41
号
】

泉
崎
村
地
域
開
発
事
業
に
係
る

土
地
売
却
に
伴
う
清
算
に
つ
い

て◇
泉
崎
村
地
域
開
発
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
第
８
条
に

基
づ
き
、
資
産
処
分
に
伴
う
清

算
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

【
議
案
第
42
号
】

平
成
19
年
度
泉
崎
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

◇
減
債
基
金
積
立
１
１
４
、２

９
９
千
円
、
病
院
事
業
会
計
補

助
４
０
、０
０
０
千
円
、
住
宅

用
地
造
成
事
業
会
計
借
入
金

償
還
金
５
４
、０
３
５
千
円
な

ど
、
歳
入
歳
出
総
額
そ
れ
ぞ
れ

２
０
９
、６
９
２
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
、９
４
８
、１

５
１
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

【
議
案
第
43
号
】

平
成
19
年
度
泉
崎
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

◇
退
職
者
医
療
交
付
金
返
還

金
７
、３
９
７
千
円
を
増
額

補
正
し
、
基
金
積
立
金
５
、

０
１
７
千
円
を
減
額
す
る
な

ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
、

１
４
２
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
６
９
９
、１
０
８
千

円
と
し
た
も
の
で
す
。

【
議
案
第
44
号
】

平
成
19
年
度
泉
崎
村
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

◇
平
成
18
年
度
医
療
費
清
算
に

伴
う
繰
出
金
６
、６
１
８
千
円

を
増
額
補
正
す
る
な
ど
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
、６
１
８
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
０
４
、１
８
４
千
円
と
し
た

も
の
で
す
。

【
議
案
第
45
号
】

平
成
19
年
度
泉
崎
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

◇
基
金
積
立
金
８
、７
４
４
千

円
、
給
付
費
精
算
に
伴
う
国
庫

補
助
返
還
金
８
、０
０
０
千
円

等
を
計
上
し
た
も
の
で
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
、４
５
７
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
１
０
、７
５
７
千
円
と
し
た

も
の
で
す
。

【
議
案
第
46
号
】

平
成
19
年
度
泉
崎
村
農
業
排
水

処
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◇
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
変
更
せ
ず
、
歳
入
に
お
い

て
起
債
を
１
、０
０
０
千
円
増

額
し
、一
般
会
計
繰
入
金
を
１
、

０
０
０
千
円
減
額
し
た
も
の
で

す
。

【
議
案
第
47
号
】

平
成
19
年
度
泉
崎
村
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◇
医
師
報
酬
１
７
、５
２
２
千

円
、
眼
科
診
療
委
託
料
３
、６
０

０
千
円
を
増
額
補
正
す
る
な

ど
、
収
益
的
収
入
総
額
を
６
１

３
、６
３
０
千
円
に
、
収
益
的

支
出
総
額
を
５
９
５
、５
４
１

千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

【
議
案
第
48
号
】

平
成
19
年
度
泉
崎
村
工
業
用
地

造
成
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

◇
資
本
的
支
出
に
お
い
て
、
一

般
会
計
出
資
金
返
還
金
等
６
、

２
２
７
千
円
を
増
額
補
正
し
た

も
の
で
す
。

【
議
案
第
49
号
】

平
成
19
年
度
泉
崎
村
住
宅
用
地

造
成
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

◇
資
本
的
支
出
に
お
い
て
、
出

資
金
返
還
金
４
７
、４
０
２
千

円
、
一
般
会
計
納
付
金
１
１
、

９
４
３
千
円
を
増
額
補
正
し
た

も
の
で
す
。

【
発
議
第　

４
号
】

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行

に
と
も
な
う
諸
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

【
発
議
第　

５
号
】

道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◇
発
議
第
４
号
・
第
５
号
に
つ

い
て
は
、
意
見
書
を
地
方
自
治

法
第
99
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

国
等
に
提
出
す
る
た
め
の
も
の

で
す

採
択
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

◇
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関

す
る
請
願　
　
　
　
　
　
　
　

提
出
者
：
福
島
県
南
高
齢
者
運

動
連
絡
会
会
長

◇
陳
情
書
（
道
路
舗
装
に
関
す

る
陳
情
）　　
　
　
　
　
　
　

提
出
者
：
地
権
者
代
表
他
７
名
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平
成
19
年
第
３
回
（
10
月
）
泉
崎
村
議
会
臨
時
会
報
告

　

平
成
19
年
第
３
回
（
10
月
）
泉
崎
村
議
会
臨
時
会
は
、
10
月
１
日
召
集
告
示
が
さ
れ
、
10

月
５
日
に
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
２
件
で
あ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

 　

な
お
、
今
回
の
臨
時
会
は
、
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
、
一
般
選
挙
後
初
め
て
の

議
会
で
あ
り
、 
議
長
・
副
議
長
等
の
選
挙
及
び
各
常
任
委
員
会
等
、
議
会
の
構
成
に
つ
い
て

審
議
が
な
さ
れ
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
総
務
文
教
常
任
委
員
会　
　
　

議
席
番
号

　

委
員
長　

飛
知
和
良
子
（
５
番
・
４
期
）

　

副
委
員
長　

鈴
木　

清
美
（
８
番
・
２
期
）

　

委　
　

員　

星　
　
　

一
（
３
番
・
４
期
）

　

委　
　

員　

本
柳　

正
孝
（
９
番
・
４
期
）

◎
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

久
保
木
正
大
（
７
番
・
３
期
）

　

副
委
員
長　

中
野
目
正
治
（
１
番
・
２
期
）

　

委　
　

員　

小
林　

勝
衛
（
２
番
・
４
期
）

　

委　
　

員　

田
崎　

一
年
（
11
番
・
３
期
）

◎
住
民
福
祉
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

白
石　

正
雄
（
10
番
・
７
期
）

　

副
委
員
長　

小
林　

凱
男
（
６
番
・
１
期
）

　

委　
　

員　

荻
原　

成
嘉
（
４
番
・
１
期
）

　

委　
　

員　

岡
部　

英
夫
（
12
番
・
３
期
）

◎
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　

鈴
木　

清
美　

　

副
委
員
長　

荻
原　

成
嘉

　

委　
　

員　

久
保
木
正
大

　

委　
　

員　

中
野
目
正
治

【
議
案
第
50
号
】
泉
崎
村
監
査
委
員
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◇
任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員
に
つ
い
て
、

次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
同
意
を
得
た
も
の
で
す
。

　

住　

所  

泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
舘
61

　

氏　

名  

本
柳　

正
孝

【
議
案
第
51
号
】
泉
崎
村
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◇
同
じ
く
任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員
に

つ
い
て
、
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
同
意
を
得
た
も
の
で
す
。

　

住　

所  

泉
崎
村
大
字
関
和
久

　
　
　
　
　
　
　
　

字
八
雲
神
社
28
の
１ 

　

氏　

名  

小
山
田
豊
和

◎
臨
時
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ

ま
し
た
関
係
組
合
等
の
議
員
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
議
会
議
員　
　
　
　
　

　
　

小
林　

勝
衛

○
白
河
地
方
水
道
用
水
供
給
企

業
団
議
会
議
員　
　
　
　
　
　

　
　

中
野
目
正
治　
　
　
　
　

　
　

小
林　

凱
男

○
西
白
河
地
方
衛
生
処
理
一
部

事
務
組
合
議
会
議
員　
　
　
　

　
　

岡
部　

英
夫
（
議
長
職
）

議　
　

長　

岡
部　

英
夫
（
３
期
）

副
議
長　

田
崎  

一
年
（
３
期
）

議
会
構
成

可
決
議
案
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「
愛
郷
の
輝
き
交
流
事
業
」
稲
刈
り
・
は
ぜ
掛
け
体
験
を
実
施
!

こ
の
お
米
か
ら
、
お
い
し
い
日
本
酒
を
造
り
ま
す
！

　

平
成
19
年
９
月
29
日
㈯
太
田

川
字
山
田
前
地
内
の
「
愛
郷
の

輝
き
」酒
米
作
り
の
田
ん
ぼ
で
、

行
わ
れ
た
稲
刈
り
・
は
ぜ
掛
け

体
験
に
は
、
総
勢
53
名
が
参
加

が
さ
れ
ま
し
た
。
酒
米
作
り
に

は
地
元
農
家
の
方
が
３
名
講
師

と
し
て
指
導
し
て
お
り
、
日
本

酒
を
造
ら
れ
る
矢
吹
町
の
大
木

代
吉
本
店
の
専
務
さ
ん
の
参
加

も
あ
り
ま
し
た
。

　

交
流
事
業
の
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
参
加
者
は
、
田
ん
ぼ

一
枚
（
約
５
ア
ー
ル
）
の
約
半

分
の
面
積
の
稲
刈
り
と
は
ぜ
掛

け
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

お
米
の
出
来
具
合
も
大
変
良

い
よ
う
で
す
の
で
、
昨
年
度
に

ま
し
て
、
美
味
し
い
お
酒
が
出

来
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
お
米
で
作
ら
れ
た
お
酒

「
愛
郷
の
輝
き
」
は
、
12
月
中

旬
に
販
売
す
る
予
定
で
す
。
お

い
し
い
お
酒
に
仕
上
が
り
ま
す

の
で
楽
し
み
に
し
て
下
さ
い
。

大木大吉本店様から、いただいた日本酒の
「さわやか」と踏瀬直売所たんぽぽの皆さ
んが作った昼食。旬の食材を味わいながら
の日本酒。最高の一日です。

一束ずつはぜ掛けしていきます。支柱にバ
ランスよく稲を掛けています。

一握りを刈ってわきに置き、もう一度、一
握り分を刈り、この二つを一束とし、わら
で縛ります。

皆さん「ザクッ！ザクッ！」と夢中になっ
て稲を刈ってます。

参加者全員で記念撮影。刈り取った稲が日本酒になるのが今から楽しみです。
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第
一
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
開
催
‼

　

９
月
25
日
㈫
泉
崎
資
料
館
に
お
い
て
、
第
一

回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
泉
崎
チ

ー
ム
の
結
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
溝

井
文
男
代
表
が
選
手
を
一
人
ひ
と
り
紹
介
し
、

村
長
よ
り
本
柳
光
一
監
督
へ
村
旗
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
選
手
代
表
と
し
て
松
川
貴
男
主

将
が
決
意
表
明
い
た
し
ま
し
た
。

福
島
民
報
社
が
主
催
と
な
り
、
今
年
か
ら
始
ま

っ
た
こ
の
大
会
に
県
内
39
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

６
日
間
に
わ
た
っ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

試
合
の
結
果
は
一
回
戦
桧
枝
岐
村
に
４
対
０

で
勝
利
し
ま
し
た
。
二
回
戦
は
下
郷
町
に
２
対

６
で
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
選
手

の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

代　

表　
　

溝
井　

文
男

監　

督　
　

本
柳　

光
一  

コ
ー
チ　
　

大
森　

正
一  

コ
ー
チ　
　

鈴
木　

広
志

主　

将　
　

松
川　

貴
男  

投　

手　
　

長
久
保
孝
行  

　

〃　
　
　

鈴
木
鶴
二
郎  

　

〃　
　
　

深
澤　

謙
治  

　

〃　
　
　

穂
積　

哲
也  

　

〃　
　
　

鈴
木　

勇
人  

捕　

手　
　

中
野
目
喜
雅  

　

〃　
　
　

田
崎　
　

勇  

内
野
手　
　

野
崎　
　

隆  

内
野
手　
　

鍔　
　

貴
志  

　

〃　
　
　

湯
田　

利
行  

　

〃　
　
　

中
野
目
善
直  

　

〃　
　
　

星　
　
　

敦  

　

〃　
　
　

北
沢　

洋
弥  

　

〃　
　
　

須
藤　

英
樹  

　

〃　
　
　

穂
積　
　

誠  

外
野
手　
　

深
澤　

祐
一  

　

〃　
　
　

市
川　

洋
一  

　

〃　
　
　

星 

　

亮
司  

　

〃　
　
　

星 

　
　

治  

　

〃　
　
　

鈴
木　

雅
貴  

　

〃　
　
　

吉
田
美
喜
男 
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保
育
所『
親
子
う
ん
ど
う
会
』

　
　
　
　

幼
稚
園『
秋
季
大
運
動
会
』が
行
わ
れ
ま
し
た
！

第
６
回
こ
ど
も
体
験
く
ら
ぶ
開
催

成
人
学
級
秋
の
遠
足
を
実
施

　

９
月
15
日
㈯
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
保
育
所
の
親
子
う
ん
ど

う
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
齢
が
小
さ
い
た
め
親
子
競
技
が
殆

ど
で
し
た
が
、
子
供
た
ち
は
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
29
日
㈯
に
は
、
幼
稚
園

で
秋
季
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
秋
晴
れ
の
空
の
下
、カ
ケ
ッ

コ
や
玉
入
れ
、
親
子
競
技
な
ど
の
種
目

を
元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
で
行
っ
て
い
ま

し
た
。
保
護
者
の
皆
様
を
始
め
関
係
者

の
皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

10
月
13
日
㈯
第
６
回
目
の
こ
ど
も

体
験
く
ら
ぶ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
手
作
り
ス
ラ
イ
ム
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

半
数
以
上
の
子
ど
も
達
は
、
ス
ラ

イ
ム
作
り
が
未
経
験
と
い
う
こ
と
で

実
験
道
具
を
前
に
緊
張
気
味
に
、
用

意
さ
れ
た
液
体
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
恐

る
お
そ
る
手
に
と
っ
て
色
を
つ
け
、

一
つ
目
の
ス
ラ
イ
ム
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　

二
つ
目
、
三
つ
目
に
な
る
と
強

張
っ
て
い
た
顔
か
ら
次
第
に
笑
顔
に

な
り
、
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
と
楽
し
そ
う

に
ス
ラ
イ
ム
作
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

成
人
学
級
秋
の
遠
足
は
、
10
月
12

日
㈮
栃
木
県
茂
木
町
の
有
機
物
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
「
美
土
里
館
」
を

中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、

木
の
葉
や
間
伐
材
、
籾
殻
な
ど
を
混

ぜ
合
わ
せ
有
機
物
肥
料
を
作
る
施
設

で
す
。
荒
れ
た
山
林
の
木
の
葉
や
間

伐
材
の
処
理
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

山
林
も
き
れ
い
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

ま
た
籾
殻
の
処
理
に
つ
い
て
も
、

今
ま
で
は
た
だ
燃
や
す
だ
け
だ
っ
た

も
の
を
肥
料
と
し
て
還
元
で
き
る
利

点
が
あ
り
、
籾
殻
が
風
に
舞
っ
て
地

域
を
汚
す
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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庭
木
剪
定
教
室
閉
講
式
を
迎
え
る

シ
ニ
ア
英
会
話
講
座
研
修
旅
行

　

庭
木
剪
定
教
室
は
、10
月
13
日
㈯
「
さ

つ
き
公
園
日
本
庭
園
」
で
剪
定
作
業
を

実
施
し
、
本
年
度
の
教
室
を
閉
講
い
た

し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
５
月
か
ら
６
回
に
わ
た

り
、
中
学
校
の
松
の
木
を
メ
イ
ン
に
ヒ

バ
や
さ
つ
き
な
ど
の
剪
定
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

教
室
生
も
講
師
の
先
生
の
丁
寧
な
説

明
の
も
と
に
大
変
上
達
を
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
自
信
を
持
っ
て
各
自
の
庭

の
剪
定
や
親
戚
や
友
人
の
庭
の
剪
定
に

が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
年
間
誠
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

第
９
回
県
南
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
交
流
大
会
は
、
９
月
21
日
㈮

午
前
９
時
か
ら
泉
崎
村
さ
つ
き
公
園

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
南
地
方
の
１
市
４
町
村
か
ら
195
人

の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
差
し
が
サ
ン
サ
ン
と
注
い
で
夏

の
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
選
手
た
ち
は

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
も
プ
レ
ー
に

専
念
し
て
い
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
芝

生
の
コ
ー
ス
に
苦
戦
し
て
い
る
た

め
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
コ
ー
ス
の
攻

略
を
仲
間
同
士
で
相
談
し
て
い
る
光

景
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

村
出
場
者
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子　

①
原
亮
司
（
西
郷
）
②
佐
久

間
正
章
（
東
）
③
鈴
木
昇
（
泉
崎
）

女
子　

①
田
崎
寿
子
（
泉
崎
）
②
金

子
文
江
（
泉
崎
）
③
和
知
シ
ツ
（
表

郷
）

　

泉
崎
村
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

男
子　

⑨
小
林
規
浩
（
泉
崎
）
⑩
田

崎
安
正
（
泉
崎
）

女
子　

⑦
松
田
カ
ツ
子
（
泉
崎
）
⑨

佐
川
コ
ヨ
（
泉
崎
）

　

10
月
10
日
㈬
、
平
成
19
年
度
シ
ニ
ア

英
会
話
講
座
の
閉
講
式
を
兼
ね
た
研
修

旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
旅
行
は
、

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
エ
ネ
ル
ギ
ー

館
と
草
野
心
平
記
念
文
学
館
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
エ
ネ
ル

ギ
ー
館
で
は
「
原
子
力
を
支
え
る
多
重

防
護
の
思
想
」
の
映
画
を
見
た
後
、
模

型
を
使
っ
て
原
子
力
発
電
の
し
く
み
を

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

草
野
心
平
記
念
文
学
館
で
は
、
詩
人

心
平
の
人
生
の
軌
跡
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
日
記
や
作
品
な
ど
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。

第
９
回
県
南
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
開
催

　　　広報
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ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
安
全
運
転
を
!

第
23
回
協
会
長
杯
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催
‼

　

９
月
21
日
㈮
午
前
７
時
か
ら
役
場

前
で
テ
ン
ト
村
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
チ
ラ
シ
・
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
・
ガ
ム
を
配
布
し
ド
ラ
イ
バ
ー

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
安
全
運
転
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
お
忘
れ
な

く
！

　

10
月
６
日
㈯
「
第
23
回
協
会
長
杯

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
協
会
加
盟
の
８
チ
ー
ム
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年

度
最
後
の
協
会
行
事
。
年
間
を
通
し

て
全
８
チ
ー
ム
が
フ
ル
出
場
と
素
晴

ら
し
い
内
容
で
し
た
。

　

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
地
域
交

流
と
健
康
増
進
、
生
活
の
楽
し
み
と

し
て
深
く
定
着
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

八
雲
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会

準
優
勝　

峠
支
部
バ
レ
ー
愛
好
会

第
三
位　

北
平
山
チ
ー
ム

第
三
位　

太
田
川
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛

　
　
　
　

好
会

　

10
月
18
日
㈭
さ
つ
き
公
園
陸
上
競
技

場
に
お
い
て
「
第
９
回
西
白
河
郡
老
人

ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

矢
吹
町
、
西
郷
村
、
中
島
村
、
泉
崎

村
の
４
町
村
か
ら
約
100
名
が
参
加
し
、

16
ホ
ー
ル
で
ス
コ
ア
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　

競
技
は
、
１
チ
ー
ム
10
名
で
上
位
７

名
の
合
計
打
数
を
競
う
団
体
の
部
と
個

人
の
部
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
は
秋
ら
し
い
涼
し
い
風
が
そ
よ

ぐ
中
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
を
済
ま
せ
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い

ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
戦　

　

優　

勝　

矢
吹
町
Ａ
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

泉
崎
村
Ａ
チ
ー
ム

　

第
三
位　

泉
崎
村
Ｂ
チ
ー
ム

敢
闘
賞
（
個
人
の
部
上
位
20
名
）

　

酒
井
一
夫
、
田
村
万
司
、
小
林
規
浩
、

松
田
カ
ツ
子
、
橋
本
義
光
、
西
垣
大

吉
、
菊
地
正
男
、
三
浦
耕
志
朗

※
泉
崎
村
出
身
者
の
み
掲
載

第
９
回
西
白
河
郡
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
!
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支
部
対
抗
綱
引
大
会
開
催
!

交
通
事
故
撲
滅
運
動

　
　
　
　

〜
一
小
・
二
小
が
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
行
う
!

第
５
回
協
会
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催
!

早
朝
よ
り
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
!

　

〜
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
〜

　

10
月
13
日
㈯
支
部
対
抗
綱
引
き
大
会

が
行
わ
れ
、
男
子
14
チ
ー
ム
、
女
子
12

チ
ー
ム
が
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

　

支
部
対
抗
最
後
の
戦
い
と
な
り
、
支

部
得
点
に
大
き
く
関
わ
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

男
子　
　
　
　
　
　

女
子

　

優　

勝　

瀬
知
房
・
優
勝　

関
和
久

　

準
優
勝　

関
和
久
・
準
優
勝　

八
雲

　

第
三
位　

北
平
山
・
第
三
位　

高
根

　

第
三
位　

八
雲　

・
第
三
位　

宿
舘

　

９
月
26
日
㈬
に
泉
崎
第
一
小
学
校

５
・
６
年
生
併
せ
て
69
名
の
児
童
が
午

前
10
時
15
分
か
ら
、
泉
崎
第
二
小
学
校

の
５
・
６
年
生
児
童
65
名
が
午
後
１
時

30
分
か
ら
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

の
一
環
と
し
て
交
通
事
故
の
撲
滅
を
願

い
、
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
て
交
通

安
全
運
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ご
声

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
沿
道
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
㈰
「
第
５
回
協
会
長
杯
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
６

チ
ー
ム
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
最
後
の
協
会
行
事
で
し
た
の

で
、
ど
の
チ
ー
ム
も
す
ば
ら
し
い
プ

レ
ー
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

ス
ク
ラ
ッ
チ

　

準
優
勝　

泉
崎
タ
イ
ガ
ー
ス

　

第
三
位　

八
雲
ク
ラ
ブ

　

第
三
位　

太
田
川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

　
　
　
　
　

ク
ラ
ブ

　

10
月
７
日
㈰
午
前
６
時
か
ら
「
第
４

回
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
今
年
最
後
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
と
言
う
こ
と
で
、
今
ま
で

よ
り
村
民
の
皆
様
の
参
加
が
多
い
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。
一
年
間
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
今
年
同
様
計
画
的
に
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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八
雲
会
の
環
境
部
会
の
み
な
さ
ん
清
掃
作
業
を
実
施
‼

泉
崎
中
学
校
よ
り
泉
崎
村
立
病
院
へ

車
椅
子
２
台
が
贈
ら
れ
ま
し
た
‼

新
潟
中
越
沖
地
震
義
援
金
あ
た
た
か
い
善
意
届
け
る
！

　

９
月
19
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
県
下
一

斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
協
賛
活
動
と

し
て
、
八
雲
会
の
環
境
部
、　

鈴
木
重
夫

部
会
長
他
20
名
の
皆
さ
ん
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
草
刈
り
、
清

掃
、
植
え
込
み
の
一
部
剪
定
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　

10
月
９
日
㈫
泉
崎
村
立
病
院
に
お
い

て
、車
椅
子
の
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
泉
崎
中
学
校
の
矢
羽
々
生

徒
会
長
か
ら
「
ア
ル
ミ
缶
一
万
個
で

車
椅
子
一
台
が
寄
贈
出
来
ま
す
。
現
在

ま
で
に
約
６
万
個
の
ア
ル
ミ
缶
を
回
収

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

10
万
個
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
何
で
も
応
え

た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
力
強
く
、
嬉
し

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
中
学
校
生
徒
の
ア
ル
ミ
缶

回
収
に
つ
き
ま
し
て
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

10
月
11
日
㈭
に
、
村
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
対
し
、

村
内
企
業
、
日
赤
奉
仕
団
、
役
場
、
社

会
福
祉
協
議
会
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
義
援

金
約
34
万
円
を
日
赤
県
支
部
へ
届
け
ま

し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

泉
崎
中
男
子
駅
伝
チ
ー
ム
〜
東
北
大
会
へ
〜

　

10
月
４
日
㈭
に
西
郷
村
の
台
上
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
た
、
県
中
体
連
駅
伝
競
走

大
会
に
お
い
て
、泉
崎
中
駅
伝
部
が
堂
々

の
２
位
と
な
り
東
北
大
会
出
場
を
決
め

ま
し
た
。

　

選
手
全
員
が
自
己
タ
イ
ム
を
更
新
す

る
力
走
を
見
せ
て
の
２
位
入
賞
。

　

11
月
２
、３
日
に
秋
田
市
で
開
催
さ
れ

る
東
北
大
会
で
も
、
持
ち
前
の
勝
負
強

さ
で
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
、
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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第
４
回
親
子
教
室
開
催
！

泉
崎
村
立
病
院
へ
シ
ル
バ
ー
カ
ー
３
台
寄
贈
さ
れ
る
！

老
人
ク
ラ
ブ
が
ん
ば
っ
て
ま
す

図
書
コ
ー
ナ
ー
よ
り

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

き
び
き
び
と
し
た
規
律
訓
練
な
ど
行
う

                   　
　
　
　
　
　
　

〜
泉
崎
消
防
団
秋
季
検
閲
〜

　

10
月
21
日
㈰
、
第
４
回
親
子
教
室
が

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
親
子
教
室
は
、
紙
飛
行
機
を

作
り
紙
飛
行
機
の
滞
空
時
間
の
競
争
を

行
い
ま
し
た
。

　

紙
飛
行
機
は
、
折
り
紙
飛
行
機
で
は

な
く
、
一
枚
の
紙
か
ら
い
く
つ
も
の
飛

行
機
の
部
分
を
切
り
取
り
、
バ
ル
サ
材

の
ボ
デ
ィ
に
張
り
合
わ
せ
る
組
み
立
て

式
の
紙
飛
行
機
で
す
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
、
飛
行
機
に
思
い
思
い
の
色
を
塗

り
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
飛
行
機

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
㈭
、
前
泉
崎
村
監
査
委
員

の
田
崎
定
男
さ
ん
か
ら
泉
崎
村
立
病
院

に
シ
ル
バ
ー
カ
ー
（
高
齢
者
用
歩
行
補

助
車
）
３
台
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

病
院
に
通
院
の
際
、
待
合
ロ
ビ
ー
で

歩
行
が
不
自
由
な
高
齢
者
の
た
め
に
歩

行
を
助
け
る
も
の
が
あ
れ
ば
と
感
じ
、

今
回
の
寄
贈
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

病
院
で
は
、
外
来
、
２
階
一
般
病
棟
、

３
階
療
養
型
病
棟
に
そ
れ
ぞ
れ
１
台
づ

つ
配
置
し
、
大
切
に
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

９
月
19
日
㈬
西
郷
村
追
原
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
第
24
回
西
白
河
郡

老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
、
郡
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
12
チ
ー

ム
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
、
泉
崎
村
か

ら
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
宿
舘
チ
ー
ム

が
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。　

　

公
民
館
図
書
コ
ー
ナ
ー
は
11

月
19
日
〜
年
内
に
か
け
、
本
棚

の
移
動
・
本
の
加
除
整
理
を
行

い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
様
に
は

大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

10
月
21
日
㈰
に
泉
崎
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
泉
崎
消
防
団
秋
季
検
閲
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

検
閲
で
は
、
消
防
団
員
に
よ
る
き
び

き
び
と
し
た
規
律
訓
練
を
は
じ
め
、
通

常
点
検
、
機
械
器
具
点
検
、
分
列
行
進

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
退
職
幹
部
へ
の
感

謝
状
贈
呈
や
永
年
勤
続
団
員
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　　　広報

19　いずみざき

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
研
修
会

○
主
催　

財
団
法
人
福
島
県
国

際
交
流
協
会

○
日
時　

12
月
９
日
㈰

　
　
　
　

13
時
〜
16
時
30
分

○
場
所　

白
河
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー　

１
階
研
修
室

○
テ
ー
マ　

文
字
の
導
入

○
講
師　

西
川
寛
之
（
明
海
大

学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科

講
師
）

○
定
員　

30
名

○
申
込
先　

財
団
法
人
福
島
県

国
際
交
流
協
会

　

電
話　

０
２
４
―
５
２
４
―

　
　
　

１
３
１
５

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
訪
問
入

浴
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介

護
保
険
事
業
所
の
「
訪
問
入
浴

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
を
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
寝
た
き
り
等
の
お

年
寄
り
を
入
浴
さ
せ
る
の
が
困

難
な
と
き
に
、
ス
タ
ッ
フ
３
名

が
移
動
入
浴
車
で
訪
問
し
、
ご

自
宅
で
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
い
ま
す
。
さ
つ
き
温
泉
の

お
湯
を
利
用
し
て
い
ま
す
の
で
、

自
宅
で
温
泉
に
入
れ
る
と
大
好

評
で
す
。
利
用
料
金
は
１
回
１
，

２
５
０
円
で
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
担

当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

村
社
会
福
祉
協
議
会

　

電
話　

５
４
―
１
５
５
５

〜
学
生
の
み
な
さ
ん
へ
〜

就
職
面
接
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

20
年
３
月
に
大
学
院
・
大
学
・

短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
を

卒
業
予
定
の
方
、
19
年
３
月
に

こ
れ
ら
の
学
校
を
卒
業
し
現
在

も
未
就
職
の
方
を
対
象
に
、
県

内
１
５
０
事
業
者
（
予
定
）
と

の
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
名
称　

平
成
19
年
度
ふ
く
し

ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会

○
日
時　

11
月
28
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま

○
主
催　

厚
生
労
働
省
福
島
労

働
局
、
福
島
県

○
そ
の
他　

①
事
前
申
込
不
要

で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
②
参
加
事
業
所
は

11
月
上
旬
、
福
島
労
働
局
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

郡
山
公
共
職
業
安
定
所

　

電
話　

０
２
４
―
９
４
２
―

　
　
　
　

８
６
０
９

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職

業
安
定
所

電
話　

０
２
４
―
５
２
８
―　

　
　
　

０
３
６
６

市
民
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

　

福
島
地
方
法
務
局
で
は
、
住

民
の
皆
様
を
対
象
に
市
民
講
座

（
無
料
）を
開
催
し
ま
す
。
講
座

内
容
は
、
日
常
生
活
に
役
立
つ

登
記
や
相
続
・
遺
言
な
ど
の
制

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
日
時　

11
月
７
日
・
14
日
・

21
日
の
毎
週
水
曜
日
（
毎
回

午
後
２
時
〜
４
時
ま
で
）

○
場
所　

白
河
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー　

研
修
室

○
募
集
人
員　

35
名

○
申
込
連
絡
先　

申
込
の
受
付

は
10
月
９
日
㈫
か
ら
企
画
推

進
室
で
行
い
ま
す
が
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

電
話　

０
２
４
―
５
３
４
―

　
　
　
　

１
９
０
４

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

12
月
４
日
〜
10
日
は
「
人
権

週
間
」
で
す
。

　

村
に
は
法
務
大
臣
に
委
嘱
さ

れ
た
２
名
の
人
権
擁
護
委
員
が

お
り
、「
特
設
人
権
相
談
所
」

を
開
設
い
た
し
ま
す
。
い
じ
め
、

体
罰
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

間
の
困
り
ご
と
に
一
人
で
悩
ま

な
い
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

○
日
時　

12
月
５
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場
所　

村
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

○
人
権
擁
護
委
員

　

古
宇
田　

榮
増

　

泉
崎
字
根
岸
前
36
―
２

　

電
話　

53
―
２
４
５
４

○
人
権
擁
護
委
員

　

兼
子　

春
枝

　

関
和
久
字
下
町
53
―
１

　

電
話　

53
―
２
０
２
６

心
配
ご
と
相
談

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
心
配
ご
と
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

11
月
10
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
12
時
ま
で

○
会
場　

村
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

○
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

年
本
初
枝
・
三
浦
耕
志
朗

○
問
い
合
せ
先　

村
社
会
福
祉

協
議
会

　

電
話　

54
―
１
５
５
５

行
政
相
談

○
日
時　

11
月
10
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
12
時
ま
で

○
会
場　

村
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

○
行
政
相
談
委
員　

小
林
敏
明

　

泉
崎
字
谷
地
久
保
50
―
42

○
問
い
合
せ
先　

村
総
務
課

　

電
話　

53
―
２
１
１
１

総務課
５３－２１１１

住民生活課
５３－２１１２

税務課
５３－２１１３

建設水道課
５３－２１１４

企画調整課
５３－２２３８

産業振興課
（農業委員会）
５３－２４３０

会計室
５３－２７３１

議会事務局
５３－２４９９

保健福祉課
５４－１３３３

学校教育課
５４－１５３３

生涯学習課
（生涯学習係）
５３－２２５８

生涯学習課
（スポーツ振興係）
５３－３７７５

泉崎村役場代表電話
５３－２１１１

　
案　

内
in format ion
お知らせ

informat ion
お 知らせ

　
相　

談

i n fo rma t i o ni n fo rma t i on

募集募集 案内案内 お願いお願い

相談相談催し催し
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　一昨年 11 月に発覚した構造計算書偽装事件のような問題を二度と起こさないよう、昨年の通常国会におい

て、「建築確認・検査の厳格化」を大きな柱とする建築基準法等の一部改正が行われ、去る６月２０日から施

行されています。

　建築確認・検査は、建築物の安全を確保するための重要な手続きで、直接には、設計者や工事施工者の方々

が対応されるものと思われますが、これらの手続きが円滑に行われるためには、建築主の皆様のご理解が必要

不可欠です。

１．建築確認・検査の厳格化の概要
　⑴構造計算適合性判定制度の導入

　　高度な構造計算を行う建物（一般的には一定の高さ以上等の建築物が対照になりますが、比較的小規模な

建築物でも対象になる場合があります。）については、第三者機関による構造審判（ピアチェック）が義務

付けられました。

　⑵審査期間の延長

　　構造計算適合判定制度の導入等に伴い、建築確認の審査期間が延長されました。（２１日間→３５日間、

ただし、詳細な構造審査に要する場合には最大で７０日間）

　⑶指針に基づく厳格な審査の実施

　　従来、設計者のチェックが不十分な設計図書であっても、審査段階での補正が幅広く認められてきました

が、軽微な不備を除き、設計図書に法令に適合しない箇所や不整合な箇所がある場合には、再申請を求める

こととしました。また、設計内容の変更を行う場合には、軽微な変更を除き、当該部分の工事前に計画変更

の確認を受けなければなりませんが、このことを徹底することとしました。

　　なお、建築確認・検査の手数料は、特定行政庁（自治体）や指定確認検査機関（民間）がそれぞれ定める

ものですが、これらの安全確保を図るための措置に伴い、所要の見直しが行われています。

２．建築主の皆様へのお願い
　⑴設計条件や要求事項について、設計者と事前に綿密に打合せを行い、意匠・構造・設備の適合性のとれた

設計図書により確認申請を行って下さい。

　⑵設計図書の作成や確認申請の手続き（構造計算適合性判定の対象となる場合には、その手続きも含みます。）

に必要な期間を考慮して、できるだけ余裕のあるスケジュールを設定して下さい。

　⑶設計内容の変更を行う場合は、軽微な変更を除き、計画変更の確認の手続きが必要となりますので、当初

の建築確認申請の段階で設計内容を十分に詰めておくとともに、設計内容の変更を検討する場合は、工事

のスケジュールへの影響について十分に留意して下さい。

建築主の皆様へ

６月20日から建築確認
検査の手続きが変わりました

国土交通省住宅局建築指導課
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秋 季 全 国 火 災 予 防 運 動
矢吹消防署泉崎中島分署

『火は見てる　あなたが離れる　その時を』
　を統一標語として 11月９日㈮から11月15日㈭までの７日間にわたり、秋季全国火災予防運動が行われます。
　皆様のご家庭や職場の火の元はいかがでしょうか。
  高齢化の進展とともに、住宅火災による死者数が増加傾向にあります。
特にお年寄りのおられるお宅はストーブなどの暖房器具の周囲は、いつも整理整頓に心がけましょう。

すべての住宅に住宅用火災警報器を
◎消防法により設置が義務づけられました。
　既存住宅は、平成23年５月31日までに設置する必要があります。

農村下水道に加入して快適な生活環境を!
　泉崎村の農村下水道（農業集落排水処理施設）が平成18年４月現在で7施設が供用開始となっております。
つきましては、各家庭の接続工事を進められまして、一日も早くご利用くださるようお願いいたします。

加入手続きは？ 工事費はかかるの？

使用料は？

加　入　者

指定業者

村　役　場

指定業者

加　入　者

・下水工事指定業者の選定

・指定業者工事承認申請書提出
・排水設備新設計画承認申請書提出

・申請書の内容を調査し受付
・計画承認書を業者に送付

・工事着工届提出
・工事竣工届提出

・排水施設使用開始届提出　　　　　
→使用開始

図２のように各家庭の台所、風呂、トイレ等から公共
桝までの接続配管工事費用は、個人負担となります。

図２　一般住宅配管標準図
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１ヶ月当り、世帯割が２, １００円＋人数割３２０円
（例）４人家族の１ヶ月の使用料、２, １００円＋３２０円×４人で３, ３８０円となります。

問い合わせ先　泉崎村役場　建設水道課　　電話５３－２１１４直通
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第３回　こころんチャリティアート展第３回　こころんチャリティアート展第３回　こころんチャリティアート展

　NPO法人こころんは、障がいをもつ方たちの地域生活支援事業として「生活支援センターこころん」「直売　カフェ
こころや」「なごみの家共同作業所」「グループホームあけぼの荘」を運営しております。
　また芸術教室では、地域住民との交流をはかりながら、絵画や書道、カラセラピーなどを実施しています。
　これらの教室の参加者や地域で活躍するアーティストの作品を発表し、芸術の秋を楽しみたいと思います。
　ご来場を心よりお待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＰＯ法人こころん　理事長　関　元行

売上金の一部は、こころんの事業の運営資金に充てられ、福祉事業の充実や新しい事業の立ち上げ資金として活用されます。

この講演会は【福島県地域づくり総合支援（サポート事業）】として実施します。

入場
無料

午前１０時～午後５時

11 17土
午前１０時～午後４時

泉 崎 村 下 根 岸 ９

11 18 日日時日時

生活支援センターこころん交流室
泉

午前
日時日日時日時

生場所場所

泉崎村大字泉崎字山ヶ入101　TEL 54－1333

泉崎村保健福祉総合センター泉場所場所

問い合わせ合せ先　　ＮＰＯ法人こころん・生活支援センターこころん
　　　　　　　　　　ＴＥＬ　０２４８－５４－１１１５　ＦＡＸ　０２４８－５３－３０６３

問い合わせ合せ先　　おらが村の特産品開発事業実行委員会事務局　ＴＥＬ・ＦＡＸ　０２４８－５３－４１７６（塚田）

おらが村の特産品開発事業実行委員会講演会

からちいきづくりへ食 山際博美氏よりメッセージ ～№２～

この講演会は特産品開発を通して、地産地消、地域の活性化、世代間の交流、
食文化の継承、若い世代の食育等を目的に開催します。

主催　おらが村の特産品開発事業実行委員会　　共催　泉崎村、泉崎村食生活改善推進員会

12時45分～13時40分
12 1土
この
食文

日時日時 12時30分より
開 場

講師　山際  博美 氏
磐梯はやま温泉　ヴィライナワシロ　総料理長
ふるさと産品アドバイザー

「世代で考える、食育とものづくり」

泉崎

泉崎
泉

泉場所場場所場所

講師 山際
「世代で考「世代で考
第一部

泉崎字山ヶ入101 TEL 54－1333

保健福祉総合センタ

美 氏
食育とものづくり」

12時45分～13時40分

美 氏
ライナワシロ　総料理長
ザー

13時50分～15時00分

わが家の愛ある
　　　アイデア料理コンクール表彰式

山際
磐梯はやま温泉
ふるさと産品ア

わが家の愛
　　　アイデ

第二部

120名 程度

12
日時日日時日時

参加定員

無　料

1201参加定員

無参 加 費

１１月２０日㈫

無　参 加 費

１１１１締め切り

電話またはFAXにてお申し込みください

席に余裕があれば当日の参加も可能です。

■展示即売　  陶芸　絵画　彫刻　版画　書　切り絵　漆号芸　木工　クレイアート　皮工芸　ほか
■イベント　  カラーセラピー　お茶会
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１．インフルエンザとは
　インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染することによって起こり、普通のかぜとは
違う病気です。感染力が強く、短期間に小児から高齢者まで幅広い年齢層で集団感染が発生しま
す。
　典型的な症状は、突然の高熱、頭痛、関節痛、筋肉痛などで、のどの痛み、咳、鼻水などもみ
られます。普通のかぜに比べて全身症状が強いのが特徴です。気管支炎や肺炎などを合併し、重
症化することが多いのもインフルエンザの特徴です。

２．日常生活でインフルエンザを予防するために
　　インフルエンザにならないために、日ごろから意識して予防しましょう。人から人へ感染す
るので、まず感染経路を断ち、一人ひとりが免疫力や抵抗力をあげることが大切です。
　　感染経路を断つ
　　・人ごみを避ける。
　　・外出時にはマスクをする。
　　・適度な湿度（５０％～６０%）を保つ。 
　　・うがい、手洗いを忘れずにする。

３．インフルエンザにかかったら
　　・「かかったかな」と思ったら早めに受診し重症化を防ぎましょう。
　　・安静にして休養をとりましょう。特に睡眠を十分とることが大切です。
　　・脱水症状に気をつけ十分に水分をとりましょう。

４．インフルエンザの予防接種について（ワクチン接種は、インフルエンザ予防に効果的です）
　法律で決められたインフルエンザ予防接種の対象者は、65歳以上の方（接種日に65歳になって
いること）及び60歳～64歳の方で心臓、腎臓、呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活を極
度に制限されている方です。
　しかし、予防接種を受けることの義務はなく、本人が希望する場合にのみ行います。
　実施期間は、平成19年10月22日㈪～ 12月22日㈯で、自己負担は、１，０００円です。
　接種希望者は配布されたチラシをご覧の上、健康保険証・健康手帳等を持参し、指定医療機関
に予約して受けて下さい。

　詳しくは、保健福祉課までお問い合わせ下さい。（ＴＥＬ５４－１３３３）

免疫力や抵抗力をあげる
　　・十分に睡眠をとる。
　　・バランスのよい食事をする。
　　・適度に運動し、厚着し過ぎない

心がけたい インフルエンザ予防

子宮頸がん施設検診の実施期間は平成19年11月30日㈮までです。

まだ受けていない方は、期間内に指定医療機関で受けてください。
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献血にご協力をお願いします‼

おむすび教室参加者募集

区　　分
全　血　献　血

２００㎖ ４００㎖
年　　　齢 １６歳～６９歳 １８歳～６９歳

体　　　重
（男性）４５㎏以上
（女性）４０㎏以上

男女とも
５０㎏以上

献血の間隔
男女とも
４週間後

（男性）１２週間後
（女性）１６週間後

※現在福島県内の医療現場で求められる血液製剤は 85％以上が４００㎖製剤です。
ぜひ、４００㎖献血のご協力をお願いします。

日 時 場 所

採血
基準

11/22木

12/1土

村保健福祉総合センター

泉崎村保健福祉総合センター
先着  ２０名
おむすびを４個作る

エプロン・三角巾・材料費１００円

11/15木 役場保健福祉課　電話 54 － 1333

午前９時３０分～１２時

午前１０時～午前１１時

第一小学校１０名・第二小学校１０名

《こころに「美味しい」はからだに「美味しい」》

☆一流シェフと一緒におむすびを作ろう！
☆ごはんの炊き方も教えてくれるよ！

講　師 山際  博美 氏 リゾート旅館ヴィライナワシロ総料理長
日本カルチャーセンター認定の食育指導士

日   時

募集人数

内　容

持参するもの

締め切り 申し込み先

場 　所

　平成19年11月１日以降、税務署におかけいただいた電話は、自動音声応答（音声ガイダンス）によりお受け
いたします。アナウンスにしたがってご用件に応じた番号を選択していただくことにより、「電話相談センター」
又は税務署へご案内します。
　「電話相談センター」では、国税に関する一般的なご質問やご相談について、専門スタッフである仙台国税
局税務相談室職員が電話でお答えします。
　なお、面接による相談をご希望の方は、あらかじめ所轄税務署の担当部門に相談の日時をご予約いただき、
関係書類をご持参の上、ご相談ください。（税金の納付相談や確定申告書の作成会場にお越しの際は、事前予
約の必要はありません。）
　詳しくは、国税庁ホームページ（仙台国税局コーナーアドレス：http://www.nta.go.jp/sendai）をご覧くだ
さい。

「税務署からのお知らせ」

～税務相談の体制が変ります～
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〈朝食たべて元気アップ！料理コンクール入賞作品紹介⑫〉
入選（アイデア賞）泉二スーパー甘～い（泉崎第二小学校）
                           塚田敏行・佐川美紀・佐川菜津美・田崎一耶・佐川拓也

〈朝食たべて元気アップ！料理コンクール入賞作品紹介⑬〉
入選（優しいパパで賞）穂積征夫

栄養バッチリ！泉崎丼 

パパが作る日曜日の朝食（ポテトスイート）

材料（４人分）

材料（４人分）

ク　ラ　ブ

☆つくりかた☆
【栄養バッチリ！泉崎丼】
　①野菜を洗い、切る。②お湯を沸かす。③大根をおろす。④生揚げを焼く。⑤とうふをつぶす。⑥大根に味付け。
　⑦食べる直前に盛り付け。⑧はとむぎ茶をコップに入れる。
【しじみのみそ汁】
　①しじみは水につけて砂出しをし、水洗いする。②鍋にしじみと水を入れ中火にかけ、煮立ったら弱火にして
泡とあくを取る。③みそを溶き入れ、一煮立ちしたらすぐに火を止めおわんに盛って青ねぎを散らす。

☆つくりかた☆
①じゃがいもを千切りにする。ハムも細切りにしておく。
②溶いたたまごの中に、じゃがいもとハムを入れ、適量の塩とこしょうを加えてよく混ぜ合わせる。
③サラダオイルをしいたフライパンに②を入れ両面を焼く。好みでケチャップを添える。
④付け合わせの野菜は、サイコロの形に切り、マヨネーズかドレッシングを添える。
⑤フランスパンは、ガーリックトーストにする。

【栄養バッチリ！泉崎丼】
とうふ…………………2丁
ねぎ……………………1/2
生揚げ…………………4個　
トマト…………………4個
きゅうり………………2本
しらす…………………半パック
しょうゆ………………大さじ 5
大根……………………1/2
ごはん
花オクラ

じゃがいも（大）……2個
ハム（スライス）……5枚
たまご…………………1個
塩・こしょう…………適量

【しじみのみそ汁】
しじみ…………………1パック（250 ～ 300g）
みそ……………………60g
青ねぎ…………………適量
水………………………4カップ

はとむぎ茶

付け合わせ
○生野菜サラダ
　きゅうり    パプリカ    ブロッコリー
　コーン    ミニトマト
○フランスパン
○牛乳

地場産品　じゃがいも、たまご、きゅうり、パプリカ、ブロッコリー、コーン 、ミニトマト
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区 氏　名 所　　　属 区 氏　名 所　　　属 区 氏　名 所　　　属
１ 渡辺　智子 新潟大学２年 12 前田　雅人 安積高校１年

サ　
　

ポ　
　

ー　
　

ト

植田　伸一 秋山錠剤㈱
２ 渡辺　貴之 郡山高校２年 13 関谷　　梓 福島大学２年 田崎　陽介 白河旭高校１年
３ 兼子　侑大 泉崎中３年 14 岡部　裕一 田村高校１年 岡部　達匡 泉崎中３年
４ 井上　健太 田村高校１年 15 小林　里沙 泉崎中２年 武田　祐典 泉崎中３年
５ 星　　慎悟 清陵情報高校３年 16 塩澤　裕也 秋山錠剤㈱ 鈴木　清貴 泉崎中３年
６ 井上　翔太 上武大学１年 補欠 兼子　卓也 田村高校２年 田崎　貴成 泉崎中２年
７ 小松　歩太 泉崎中２年 補欠 箭内進太郎 田村高校 1年 兼子　太鶴 泉崎中１年
８ 佐川　佑磨 泉崎中３年 補欠 近藤　和輝 泉崎中２年 佐川　拓也 泉崎中１年
９ 大森　真美 泉崎中２年 補欠 星　　明博 泉崎中２年 佐川信太郎 泉崎中１年
10 瀬戸　隆行 泉崎村教育委員会 補欠 磯貝　郁未 白河旭高校１年
11 菊地　秦江 清陵情報高校３年 補欠 兼子　奈緒 泉崎中１年

ガンバレ泉崎チーム‼
第19回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会
日　　時　平成19年11月18日㈰
スタート　前半　午前７時50分　  白河総合運動公園陸上競技場
　　　　　後半　午前10時20分  　開成山陸上競技場
ゴ ー ル　午後　１時00分（予定） 福島県庁

■監　　　督　田崎　貴紀　㈲タサキ印刷　　　■ヘッドコーチ　関谷　正文　自営業　

■コ　ー　チ　近藤　桂章　泉崎中教諭　　　　■コ　ー　チ　中野目雄基　二本松郵便局

■マネージャー 　大塚　志穂　郡山女子大学1年
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福島県縦断駅伝コース図（96.2 ㎞）

ゼッケンは№46、赤い斜めラインのユニフォーム

目標は市を超える総合優勝‼
　郷土のため１本の襷に熱い思いを込めて走る泉崎村選手
団に温かいご声援をお願いします。
　なお、第３区のさつき公園前は午前８時30分頃通過予定
です。

未成年者喫煙防止のため、たばこ自販機が変ります未成年者喫煙防止のため、たばこ自販機が変ります

森林を伐採する時は届出が必要です森林を伐採する時は届出が必要です

　　　広報
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森林を伐採する時は届出が必要です森林を伐採する時は届出が必要です
～森林所有者のみなさんご存じですか～

　民有林（地域森林計画の対象森林）の立木を伐採する場合であっても、森林法第１０条の

８に基づく「伐採及び伐採後の造林届出書」の村への届け出が必要になります。（伐採及び伐

採後の造林計画が泉崎村森林整備計画に適合していることが必要）

　また、伐採した後の林地を森林以外の目的に利用する場合、土砂の流出や災害の未然防止

の観点から、林地を開発する場合であって１．０ヘクタール以下の開発は「小規模林地開発

計画書」を村へ届け出る必要がありますので、森林を伐採される方は産業振興課（ＴＥＬ　

５３－２４３０）までご連絡ください。

　なお、開発面積の合計が、１．０ヘクタールを超える林地を開発する場合は、森林法第１０

条の２第１項の規定により、福島県知事の林地開発許可が必要となりますので、福島県県南

農林事務所（ＴＥＬ　０２４７－３３－２１２１）へご相談ください。

伐採をしたい １ｈa以下の開発をしたい １ｈaを超える開発をしたい

役場産業振興課へ「伐採及び
伐採後の造林届出書」の届出
が必要です。

役場産業振興課へ「伐採及び
伐採後の造林届出書」と「小
規模林地開発計画書」の届出
が必要です。

県南林業事務所へ「林地開発
許可申請書」による申請が必
要です。

未成年者喫煙防止のため、たばこ自販機が変ります未成年者喫煙防止のため、たばこ自販機が変ります

平成２０年５月から
「ICカード式成人識別自販機」稼動開始

　成人識別たばこ自販機では成人のみに発行される「タスポ」（たばこ専用の ICカー

ド）が無ければ、自販機からのたばこ購入が出来なくなります。

　「タスポ」は、申込み時にお客様が成人であることをしっかりと確認・審査した上

で発行され、たばこの購入の際、自販機にタッチさせることで成人識別を行います。

　成人喫煙者の方々には、ご面倒をお掛けしますが、未成年者の喫煙防止のためご協

力をお願いします。

※「タスポ」申込書
　・たばこ販売店に備付けています。
　・インターネットからダウンロードができます。
※「タスポ」申込み開始時期、お届け
　・福島県などの地域は来年２月から申込受付を開始します。
　・お届けは、２週間で、原則郵送で届けられます。 【泉崎村たばこ小売人組合】
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　この事業は、子育て家庭を応援するために、子どものいる家庭に「ファミたんカード」( １家庭１枚です )
を交付して、協賛店舗の協力で様々なサービスを受けられるようにするものです。末のお子さんが18歳の誕生
日以降最初の３月31日まで利用できます。このカードは、12月１日から利用可能です。
　平成20年３月31日までに18歳になるお子さんのいる家庭には今月中に「ファミたんカード」と「ガイドブック」
を送付します。今月以降に第１子の出生届を出された家庭には、順次交付します。詳細については、役場保健
福祉課（電話54－1333）または県庁少子高齢対策グループ（電話 024－ 521－ 7198）までお問い合わせください。

子育て応援パスポート事業のご案内

ファミたんカードのしくみファミたんカードのしくみファミたんカードのしくみ

利　用　者
（子育て世帯） 協賛店舗等

県市　町　村

サービス内容を決定子どもがいる世帯
サービス提供

カード交付
カード
交付申請 協賛申請

協賛
ステッカー
交付

カード提示

事業のＰＲ・協賛店舗等のＰＲ（サービス内容等）

※「子ども」とは：18歳に達した日以後最初の３月31日までの方

　この事業は、子育て家庭を応援するために、子どものいる世帯に「ファミたんカード」を交付
して、協賛店舗等の協力でさまざまなサービスを受けられるようにするものです。

・１８歳未満（※）の子どもがいる世帯（世帯に１枚交付）
※１８歳に達した日以後最初の３月３１日までは対象となります。
・１８歳未満の子どもと同居されている親族の方は、どなたでも利用できます。
ただし、協賛店舗等によっては子どもに限定したサービスをしている場合があります。

・１８歳未満のお子さんのいる家庭へ直接送付します。
　ただし、１２月１日以降、第１子を出産した家庭には、交付申請書を送付しますので、
申請書を受理した後交付します。

・ファミたんカードとあわせて協賛店舗等を紹介したガイドブックを配付します。
また、県庁のホームページでも検索できるようにします。

ファミたんカード
を利用できる方

ファミたんカード
の受付申請

ガイドブック
について

利用者の皆様へ
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地　区

診療日

白　　河　　地　　区
矢　吹　地　区 歯　　　　科

小　児　科 内　　　科

11月３日㈯ わたなべ子どもクリニック よこむら整形外科クリニック 会 田 病 院 内 藤 歯 科 ク リ ニ ッ ク

11月４日㈰ おかざきクリニック ニューロクリニック きたむら整形外科 三 森 歯 科 医 院

11月11日㈰ 岡﨑小児科内科医院          穂 積 医 院 会 田 病 院 吉 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク

11月18日㈰ 関 医 院 野村貫成堂クリニック 小 針 医 院 白河みなみ歯科クリニック

11月23日㈮ 関 根 医 院 吉 田 外 科 医 院 会 田 病 院 九 番 町 歯 科 ク リ ニ ッ ク

11月25日㈰ 樋口小児クリニック わたなべ内科医院 おおほりクリニック サ ン デ ン タ ル ク リ ニ ッ ク         

12月２日㈰ みうら小児クリニック ありがクリニック 会 田 病 院 青 村 歯 科 医 院

12月９日㈰ わたなべ子どもクリニック いがらし内科クリニック 渡 部 病 院 赤 沼 歯 科 医 院

12月16日㈰ おかざきクリニック 宇都宮クリニック 会 田 病 院 安 部 歯 科 医 院

12月23日㈰ 岡﨑小児科内科医院 大 高 整 形 外 科 きたむら整形外科 海 野 歯 科 医 院

12月24日㈪ 関 医 院 大 高 内 科 胃 腸 科 会 田 病 院 五 十 嵐 歯 科 医 院

12月30日㈰ 関 根 医 院 片 倉 ク リ ニ ッ ク 小 針 医 院 岩 谷 歯 科 医 院

12月31日㈪ 白河厚生総合病院 田 口 病 院 会 田 病 院 大 栄 歯 科 ク リ ニ ッ ク

※休日当番医を受ける場合は、「しらかわ救急情報センター」にお問い合わせてください。
　しらかわ救急情報センター 　☎２３－９９０９

休 日 救 急 当 番 医 表

　通常、便には血液は含まれていません。便潜血反応が陽性とは、肉眼ではわからなくても便の中に血液
が混じっているということです。肉眼でわかるような血便や肛門からの出血は痔によるものが多いのです
が、何が原因となっているのか、さらに精密検査をする必要があります。
⑴直腸指診
　医師が肛門内に指を入れて病変をさぐる検査です。
⑵直腸鏡検査
　直腸鏡を直腸内に挿入して内部を直接観察する検査です。
⑶内視鏡検査（コロンファイバー検査）
　肛門から大腸用のファイバースコープを挿入し、大腸内部を直接観察して、大腸の炎症、潰瘍、憩室炎、
ポリープなどの有無や粘膜の状態を調べる検査です。組織の一部を採取することもあります。
⑷注腸Ｘ線検査
    肛門から腸内にバリウム（造影剤）と空気を注入してＸ線撮影をする検査です・

　村立病院では、毎週水曜日と第一、第三、第五金曜日に獨協医科大学の医師が診療（大腸の内視鏡検査）
にあたりますので、受診をご希望される方は受付にお申し出ください。

　大腸がんは早期発見，早期治療でほとんどが治るといわれています。
　「早期発見，早期治療で“大腸がん”から身を守りましょう。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《問い合わせ》　　泉崎村立病院　☎５３－２４１５

◆大腸がん検診について《便潜血反応が陽性であるといわれたとき》
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藤　　茜
あかね

（泉崎字天王山）

みんなの広場
みなさんが日ごろ考えている、さまざまなご意見や、
ご要望、日常生活での出来事などをお寄せください。
写真やイラスト、絵画などの作品も募集していま
す。ただし、中傷や営利目的のものはご遠慮くださ
い。また、紙面の関係で掲載できないこともありま
す。匿名希望、ペンネームでも結構ですが、必ず住所、
氏名、電話番号をお知らせください。
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ご自宅で不要となった臼・杵はございませんか⁉
村では行事等で使う臼・杵を探しております。
もしございましたら、ご寄付願います。

連絡先　役場企画調整課　☎53－2238
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泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ19.12.31

●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。
●年間利用券、回数券との
併用はできません。
●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ19.12.31

●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。
●年間利用券、回数券との
併用はできません。
●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ19.12.31

●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。

●年間利用券、回数券との
併用はできません。

●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon11 11 11

　本村幼稚園では「預かり保育」を実施しています。
　預かり保育を希望される保護者は入園願書提出の
際、幼稚園から「預かり保育登録申込書」を受け取り
申し込みください。
　なお、兄姉が児童館に行っている場合は児童館に
申し込みするようになります。
対　　象　
　5歳児（平成14 年4 月2 日～平成15 年4 月1 日生）
　4歳児（平成15 年4 月2 日～平成16 年4 月1 日生）
　3歳児（平成16 年4 月2 日～平成17 年4 月1 日生）
募集期間　平成19 年11 月５日㈪～16 日㈮
提 出 先　　泉崎村立泉崎幼稚園
問い合せ先　泉崎幼稚園　　　　　☎53－2810
　　　　　　泉崎村教育委員会　　☎54－1533

対　　象　保育に欠ける０歳児～就学前の乳幼児
募集定員　50名
　　　　　なお、０歳児（生後６ヶ月から）については定員10名です。
保育時間　平　日：午前７時30分～午後６時30分
　　　　　土曜日：午前７時30分～正　午
募集期間　平成19年11月19日㈪～平成19年12月７日㈮
提出書類　・入所申込書
　　　　　・参考資料として平成19年中所得の源泉徴収票の写し（両親）
　　　　　在職証明書（就業、内職、自営含む…母親のみ）
申込方法　村住民生活課、保育所に備えてある申込書に必要事項を記入し、

その他書類を添付のうえ提出してください。
そ の 他　現在の入所児についても新たに申込手続きが必要となります。
　　　　　保育所では、随時見学や体験入所を受け付けております。
問い合わせ先　泉崎村役場　住民生活課　　　☎53－2112
　　　　　　　泉崎村保育所　　　　　　　　☎53－3619

　真剣に結婚を望んでいる独身の男性・女性のため

の「出逢い＆ふれあい会・ステージⅢ」を開催します

日　　時　　12月15日㈯　午後３時～午後７時

開　　場　　鹿島ガーデンヴィラ（白河市）
参 加 料　　男性３千円・女性２千円

応募資格　男性50人（白河市及び西白河郡在住）

　　　　　女性50人（県内・県外からでも参加可能）

　　　　　※応募多数の場合は抽選となります。

申込期間　11月５日㈪～11月30日㈮まで

問い合わせ　「ふれあいの場」創出事業実行委員会

　　　　　事務局　泉崎村役場　産業振興課

　　　　　　　　　　　　　　　　　☎53－2430

幼稚園『預かり保育』募集

平成２０年度泉崎村保育所入所児募集

出会い＆ふれあいの会
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28
㈬ 資源ごみの日

29
㈭

休肝日
○公民館英会話講座

30
㈮

介護保険料第５期納期限
集落排水使用料第４期納入期限
国民健康保険税第５期納期限
幼稚園発表会予行練習
○お弁当の日
固定資産税第３期納期限
燃えるごみの日

12/112/1
㈯㈯ ○こども体験クラブ

22
㈰㈰
3
㈪

4
㈫

○筋肉を貯える「貯筋会」
○なかよしクラブ自由参加日
燃えるごみの日

5
㈬

○○一小・二小個別懇談
（～11日）
粗大ごみの戸別収集日
資源ごみの日

6
㈭

○３・４か月児健診
対象者　平成19年7月～19年8
月生　午後1時～ 1時30分
○９・10か月児健診
対象者　平成19年1 月～ 19年
2月生　午後1時～ 1時30分
○公民館英会話講座

7
㈮

燃えるごみの日
燃えないゴミの日

88
㈯㈯

○心配ごと相談所・行政相談所
開設（保険福祉センター）
午前10時～ 12時
○幼稚園よい子の発表会

99
㈰㈰ 休肝日

10
㈪ ○幼稚園繰替休業日

14
㈬ 資源ごみの日

15
㈭

○文化祭表彰式
○公民館英会話講座

16
㈮

○公民館成人学級
燃えるごみの日

1717
㈯㈯

第19回ふくしま駅伝大会開会式
こころんアート展（～18日）
○芸能発表会
○土曜登録児受入

1818
㈰㈰ 第19回ふくしま駅伝大会

19
㈪

○幼稚園就学時健康診断
○お弁当の日

20
㈫

○筋肉を貯える「貯筋会」
○なかよしクラブ
燃えるごみの日

21
㈬ 資源ごみの日

22
㈭

献血
○公民館英会話講座
第５回泉崎新そばまつり
（泉崎村物産展）（～24日）コラッ
セふくしま

23
㈮ 勤労感謝の日

2424
㈯㈯
2525
㈰㈰
26
㈪

○中学校小学６年生一日体験入
学

27
㈫ 燃えるごみの日

１
㈭

○公民館英会話講座
○環境安全点検日

２
㈮ 燃えるごみの日

３３
㈯㈯

文化の日　　
○村音楽祭
○村民文化祭（～４日）
幼稚園村内音楽祭参加（年長児）

４４
㈰㈰

○スポーツギネスフェスティバ
ル
第２回産業収穫祭

５
㈪ ○幼稚園新入園児体験入学

６
㈫

○筋肉を貯える「貯筋会」
○Cook&Cooking
燃えるごみの日

７
㈬

西白小中音楽祭（創作）
粗大ごみの戸別収集日
資源ごみの日

８
㈭

○公民館英会話講座
○なかよしクラブ自由参加日

９
㈮

休肝日
○保育所保育参加（人形劇鑑賞）
クラス懇談会
消防団防火パレード
○幼稚園児防火パレード
○お弁当の日
燃えるごみの日
燃えないごみの日

1010
㈯㈯

○心配ごと相談所・行政相談所
開設（保険福祉総合センター）
午前10時～ 12時
消防団防御訓練
○○一小・二小学習発表会

1111
㈰㈰ ○公民館囲碁・将棋大会

12
㈪

○○一小・二小繰替休業日
○こども体験クラブ
○学童振替休日のため早朝受け
入れ

13
㈫ 燃えるごみの日
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11月の行事

　：農村環境改善センター　　：保健福祉総合センター　　：資料館　　：保育所　　：幼稚園　　：児童館　　：中央公民館

　：第一小学校　　：第二小学校　　：中学校　　：トレーニングセンター　　：さつき公園　　：村立病院

■今月の納期　10月31日まで…介護保険料第５期、国民健康保険税第５期、固定資産税第３期
                                          集落排水使用料第４期納入期限  　　　　
■村のうごき 　　　　　　　　 人　口　　　　人　口　　   合　計　      世帯数

（９月１日現在）男  3,295人　　女  3,508人　　6,803人　　　1,949戸
（10月１日現在）男  3,219人　　女  3,511人　　6,802人　　　1,952戸
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